
庁      議  

              日時：１２月２７日（金）ＡＭ８：３０ ＜庁議室＞ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【市長挨拶】 

 

 

 

 

 

【協議事項】 

 

１ 太田市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正について   都市政策部長 

 

２ 市道路線の廃止及び認定について                 都市政策部長 

 

３ 損害賠償に対する訴訟上の和解についての専決処分について     都市政策部長 

 

４ 損害賠償の額の決定及び和解についての専決処分について      都市政策部長 

 

 

【連絡事項】 

１ 高齢者の交通手段の確保について                 市民生活部長 

 

２ １％まちづくり事業の実績報告及び令和２年度事業の募集について  市民生活部長 

 

３ 新年度予算のあらまし地区懇談会について             市民生活部長 

 

４ オーストラリア女子ソフトボール代表チームの           文化スポーツ部長 
事前キャンプ受入れについて 

 

５ 「２０５０年脱炭素社会の実現に向けて」の表明について      産業環境部長 

 

６ 令和元年度１０月期農用地利用集積計画の決定について       農政部長 

 

 

【その他】 

 

 

 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
◆ 次回庁議予定 ◆ １月 ６日（月）ＡＭ８：４５～＜庁議室＞ 案件名報告：１２月１８日 (水)PM5:00 
                                    資料提出：１２月２３日 (月)PM5:00 



 １２月２７日 庁議提出案件            資料№１   

●内 容   【 1.協議事項 】 

○公 開  【 1.可 】 

○公開時期 【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

             都市政策部長 氏名 赤坂 高志   内線（TEL）2800  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

太田市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正について 

 

 

【 目 的 】 

道路構造令の一部改正に伴い、自転車通行帯に関する規定が新たに設けられたので、同市

においても同様の対応を図るものです。 

 

 

【 概 要 】 

１ 自転車通行帯の新設関係 

道路構造令において、自転車を安全かつ円滑に通行させるために設けられる帯状の車道の

部分として「自転車通行帯」を新たに規定し、「自転車通行帯」の設置要件を規定する。 

  また、「自転車通行帯」の幅員は、道路交通法に基づく普通自転車専用通行帯と同様の１.

５メートル以上とし、地形の状況その他の特別な理由によりやむを得ない場合においては

1メートルまで縮小できるものとする。 

    

２ そ の 他 令和２年３月定例会に議案を提出する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先 都市政策部 道路整備課 路政係 内線2713 47－1835ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

 

 

 



 １２月２７日 庁議提出案件          資料№２ 

●内 容   【 1.協議事項 】 

○公 開  【 1.可 】 

○公開時期 【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

             都市政策部長 氏名 赤坂 高志   内線（TEL）2800  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

市道路線の廃止及び認定について 

 

 

【 目 的 】 

公共事業及び民間開発等に伴う市道路線の廃止及び認定について、道路法（昭和２７年法

律第１８０号）第８条第２項の規定により、議会の議決を求めることを報告するものです。 

 

 

【 概 要 】 

１ 路線内訳（路線名、路線延長） 

   廃止路線 太田金山町３４９号線 ほか３７路線        延長１１,７０２ｍ 

   認定路線 太田金山町３９５号線 ほか４８路線         延長７,４１１ｍ 

 

２ そ の 他 道路法第８条第２項の規定により、令和２年３月定例会に議案を提出する予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先 都市政策部 道路整備課 路政係 内線2713 47－1835ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

 

 

 



１２月２７日 庁議提出案件             資料No.３   
●内 容 【 1.協議事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

             都市政策部長 氏名 赤坂 高志  内線（TEL）２８００ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【 表 題 】 

  損害賠償に対する訴訟上の和解についての専決処分について 

 

【 目 的 】 

  道路の瑕疵等により発生した事故に関し、損害賠償請求事件として訴訟を行ってきました

が、和解について地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専

決処分を行いました。その後、同法同条同項の規定により、専決処分について報告するもの

です。 

 

【 概 要 】 

1  平成２９年９月２４日太田市牛沢町の市道において、相手方が父の所有する乗用車を運転

中、道路に生じていた陥没部分を通過した際、当該乗用車の左後輪タイヤホイール、フロン

トバンパー、リアバンパー等が損傷するとともに、相手方が負傷した。 

  その後、相手方と解決に向けた話し合いを行ったものの、損害内容について合意できなか 

ったため、相手方らが損害賠償請求訴訟（前橋地方裁判所太田支部平成３０年（ワ）第１２ 

３号損害賠償請求事件）を提起していたが、令和元年１１月１８日に和解が成立した。 

   

専決処分日 令和元年１２月６日 

 相手方 和解金 和解内容 

1  車両所有者 218,000円 修理代・弁護士費用等 

2  車両運転者 257,000円 治療費・交通費・傷害慰謝料・弁護士費用等 

 

２ 本件に関し、市と相手方との間には、上表に記載のほか、一切の債権債務関係がないこと 

を相互に確認する。 

 

３ 損害賠償の支払い ＣＨＵＢＢ保険㈱道路賠償責任保険にて対応しました。 

 

４ その他 地方自治法第１８０条第２項の規定により、令和２年１月委員会協議会あて 

に報告します。 

 

 

【 備 考 】 

＊ 問い合わせ先 都市政策部 道路整備課 管理係 内線2711 ４７－１８３５ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



 

 １２月２７日 庁議提出案件                      資料No.4     
 

●内 容 【 1.協議事項   】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

             都市政策部長 氏名 赤坂 高志  内線（TEL）２８００ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【 表 題 】 

  損害賠償の額の決定及び和解についての専決処分について 

 

【 目 的 】 

  公用車の運転中に発生した事故に関し、損害賠償の額を定め、和解することについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専決処分したので、同

条第２項の規定により議会に報告するものです。 

 

【 概 要 】 

１ 公用車の運転中に発生した事故による損害賠償表 

 

専決処分日 
損害賠償額 

（損害額） 

過失   

割合 
事故概要 

１ 令和元年12月11日 
物的損害賠償額

395,494円 
10割 

○概要 

令和元年10月10日、午後1時30分頃、太田市

東金井町920番地１付近で発生。職員が国道

122号線を北から南に走行中、安良岡北の信

号が赤だったため停止し、停車していた公

用車を発進させる際、前方不注視により、

前方で停車していた乗用車の後部に追突し

公用車及び相手方乗用車が損傷したもので

す。 

２ 本件交通事故に係る一切の損害に関し、市と相手方との間には、上表に記載のほか、一切

の債権債務関係がないことを相互に確認しました。 

 

３ 損害賠償の支払い 

損害賠償表における物的損害は、損保ジャパン日本興亜㈱一般自動車保険にて対応します。 

 

４ その他 地方自治法第１８０条第２項の規定により、令和２年１月の委員会協議会あてに

報告します。 

 

【 備 考 】 

 * 問い合わせ先 都市政策部 道路保全課 応急工事係 内線1111 32-3491ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



 １２月２７日 庁議提出案件           資料No.1   
●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

               市民生活部長 氏名 石坂 之敏   内線（TEL）２４００  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

   高齢者の交通手段の構築について 

 

【 目 的 】 

   ６５歳以上の歩行以外の移動手段を持たない市民を対象におうかがい市バスを運行し

ていますが、利用者の利便性向上を図るため制度の見直しを行うものです。 

また、「ひとり暮らし高齢者基礎調査」により、外出するための交通手段がない高齢者

も顕在化しております。高齢者の通院や買い物はもとより、健康の維持・増進を支援する

新たな交通手段の構築を図るものです。 

 

【 概 要 】 

（1）おうかがい市バスの見直し（案） 

   ・７０歳以上の歩行以外の移動手段及び自動車運転免許証を持たない市民を対象とする。 

   ・市内を３区域に分け、車両６台を効率良く運行する。 

   ・利用料金は、区域内の場合３００円、区域外の場合５００円とする。 

   ・民間事業者に運行委託する。 

 （2）調査結果に基づく新たな交通手段の構築（案） 

   ①通院支援 

    ・タクシー券の交付（年間２４枚） 

   ②買い物支援 

    ・群馬県タクシー協会東毛支部太田地区会員のタクシー車両を借上げて運行する。 

・無料で、週1回順番制で相乗りして近隣スーパー等へ送迎する。 

  

 

 

 

 

 

  

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先 市民生活部 交通対策課 交通対策係 内線2431 47-1826 ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



１２ 月 ２７ 日 庁議提出案件           資料No.２  
●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

              市民生活部長 氏名 石坂 之敏  内線２４００  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

  １％まちづくり事業の実績報告及び令和２年度事業の募集について 

 

【 目 的 】 

１％まちづくり事業は、市民の自発的なまちづくり活動を支援し、地域コミュニティをよ

り活性化させようとするものであります。今年度の事業実績を報告するとともに、令和２年

度事業について地域、各種団体から広く事業募集を行うものです。 

 

【 概 要 】 

１ 令和元年度事業実績 

区分 令和元年度（Ａ） 平成３０年度（Ｂ） 増減 （Ａ）―（Ｂ） 

提案件数 129件 125件 4件 

採択件数 128件 122件 6件 

不採択件数 1件 3件 △2件 

再提案依頼数 0件 0件 0件 

取下げ件数 0件 0件 0件 

総事業費（計画） 65,428,391円 64,181,911円 1,246,480円 

採択金額 43,504,000円 41,485,000円 2,019,000円 

 

 

２ 令和２年度事業募集 

（１）募集期間 第１次募集  令和２年１月３０日(木)～２月２７日(木）まで 

※４月以降は１２月まで毎月募集を行います。 

広報おおた及び市ホームページに掲載予定 

（２）対象事業 地域を活性化させる事業・地域内の交流が図られる事業など。 

 

 

 

 

【 備 考 】 

＊ 問い合わせ先 市民生活部 地域総務課 地域コミュニティ係 

内線３６１２  ４７―１９２３ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



 １２ 月 ２７ 日 庁議提出案件          資料No.３  

●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

              市民生活部長 氏名 石坂 之敏  内線２４００  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

新年度予算のあらまし地区懇談会について 

 

【 目 的 】 

新年度予算の概要について市民へ説明し理解を得るとともに、市民の参画と協働によるま

ちづくりを進めるため、市長と市民との自由対話の機会を設け、住民の意向を可能な限り生

かすことを目的とします。 

 

【 概 要 】 

１．日程及び会場 

開催日時 会場 連絡先 

３月１９日（木） 午後６時～７時３０分 薮塚本町中央公民館 0277-78-5411 

３月２１日（土） 午後１時～２時３０分 太田行政センター 0276-22-2603 

３月２１日（土） 午後４時～５時３０分 沢野行政センター 0276-38-4281 

３月２２日（日） 午後３時～４時３０分 尾島行政センター 0276-52-2341 

３月２３日（月） 午後６時～７時３０分 休泊行政センター 0276-49-0201 

３月２４日（火） 午後６時～７時３０分 鳥之郷行政センター 0276-32-6854 

３月２５日（水） 午後６時～７時３０分 綿打行政センター 0276-57-1041 

３月２６日（木） 午後６時～７時３０分 宝泉行政センター 0276-32-2688 

３月２７日（金） 午後６時～７時３０分 九合行政センター 0276-45-6978 

３月２８日（土） 午後１時～２時３０分 韮川行政センター 0276-48-6853 

３月２８日（土） 午後４時～５時３０分 強戸行政センター 0276-37-4979 

３月２９日（日） 午後３時～４時３０分 毛里田行政センター 0276-37-1059 

 

２．参加者   地区住民を中心とした自由参加で、事前申し込みの必要はありません。 

３．周知方法  広報おおた、ホームページにて日程等公開します。 

 

【 備 考 】 

＊ 問い合わせ先 市民生活部 地域総務課 地域コミュニティ係 

内線３６１２  ４７―１９２３ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



１２ 月２７ 日 庁議提出案件           資料No.４   
●内 容 【2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 2.委員会・委員会協議会後 】 

 

             文化スポーツ部長 氏名 長谷川 幸浩  内線（TEL）３６００ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

  オーストラリア女子ソフトボール代表チームの事前キャンプ受入れについて 

 

 

【 目 的 】 

東京２０２０オリンピック競技大会の事前キャンプを本市で実施することについて、ソ

フトボール オーストラリアと合意したことから、その概要について報告するものです。 

 

 

【 概 要 】 

１ 事前キャンプ概要 

⑴ 対 象  オーストラリア 女子ソフトボール代表チーム 

⑵ 期 間  令和２年７月６日（月）～１５日（水） １０日間 

⑶ 受入人数 ２９名（選手・スタッフ含む） 

⑷ 練習スケジュール  実業団チームとの練習試合を中心として実施 

 

  ２ 大会概要 

   ⑴ 大会名  東京２０２０オリンピック競技大会 

   ⑵ 対象競技 ソフトボール 

⑶ 日 程  令和２年７月２２日（水）～２８日（火） 

   ⑷ 会 場  福島あづま球場、横浜スタジアム 

   ⑸ 出場国  日本、オーストラリア、アメリカ、イタリア、メキシコ、カナダ 

 

３ 今後の方針 

同チームが東京２０２０オリンピック競技大会にベストコンディションで臨めるよ

うに、万全の態勢で受入れられる準備を進めるとともに、事前キャンプ期間中に行う交

流イベント等について協議していきます。 

 

 

【 備 考 】 

 

＊ 問い合わせ先   文化スポーツ部 文化スポーツ総務課 総務係 

                       内線３６２１ ４７－１８５２ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 



１２月２７日 庁議提出案件           資料No.５  
●内 容 【 2.連絡事項 】 

○公 開 【 1.可 】 

○公開時期【 1.庁議後 】 

 

              産業環境部長 氏名 有本 尚史 内線（TEL）２６００  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

【 表 題 】 

  「２０５０年脱炭素社会の実現に向けて」の表明について 

【 目 的 】 

  太田市は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量実質ゼロを目指して、実現に向

けた取組を進めていくことを表明するものです。 

【 概 要 】 

 １ 内 容  

本市は、全国に先駆けて再生可能エネルギーである太陽光発電に着目し、「太陽光発電

推進のまち おおた」として、住宅団地における太陽光発電の実証実験やメガソーラー施

設の建設、太陽光発電の普及促進に取り組んでいます。 

   また、小泉環境大臣から、ＩＰＣＣ（国連の気象変動に関する政府間パネル）特別報告

書の目標に向け、自治体での取組の重要性の拡がりへの期待と表明、２０５０年排出量ゼ

ロへの参画が促されたところです。 

 （１）太田市の温室効果ガス排出量の削減目標 

    第２次環境基本計画では温室効果ガスの排出量を２０１３年度から１０年間で１５％

削減することを目標としていますが、今後更なる取組により排出量ゼロを目指します。 

 （２）脱炭素社会に向けた今後の取組 

    再生可能エネルギーを軸として、脱炭素社会の実現に向けた取組みを加速させ、幅広

い分野での総合的な取組を展開していきます。 

   ・地産エネルギーの利用拡大 

    太陽光発電の余剰電力を市内公共施設や事業者へ供給します。 

    広域で建設中の焼却施設の排熱を利用した発電を効率的に活用します。 

   ・新技術の普及促進 

    市内事業者が開発したアンモニア水を原料とした燃料電池の普及を進めます。 

   ・省エネ機器の導入推進 

    家庭での省エネ機器等の導入促進のための補助メニュー等を拡充します。 

   ・市民、事業者との協働 

    市民、事業者に対しては、広報等を通じ、脱炭素社会に向けた呼びかけを行います。 

 ２ 表明日 令和２年１月７日（火） 定例記者会見 

 

【 備 考 】 

＊ 問い合わせ先 産業環境部 環境政策課 環境企画係 内線2621 ４７－１９５３ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 




